
このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、まことにありがとうございます。

施工説明書 
別 添 付

■	取扱説明書をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。
■		ご使用前に「安全上のご注意」（5～6ページ）を必ずお読みください。
■		保証書は、「お買い上げ日・販売店名」などの記入を確かめ、	
取扱説明書とともに大切に保管してください。 保 証 書

別 添 付

テレビドアホン

取扱説明書

他機器
との連携

録画 
再生

通話 
モニター

確認と
準備

品
　
番

V
ブイエル

L-S
エスブイ

V38K
ケイエル

L
V
ブイエル

L-S
エスブイ

V38X
エックスエル

L
V
ブイエル

L-S
エスブイ

V39K
ケイエル

L

※1		本書における各機器の呼称です。
※2		機器本体（表面）に表示されています。ご使用の前にご確認ください。

VL-V522L※2
（標準レンズ）

カメラ玄関子機
（ドアホン）※1

VL-V572L※2
（広角レンズ）

VL-MV38※2
（SDカード非対応）

モニター親機
（ドアホン親機）※1

VL-MV39※2
（SDカード対応）

VL-SV38KL/VL-SV38XL VL-SV39KL

「KL」は電源コード式、「XL」は電源直結式です。

その他
の機能
や設定

必要な
とき

カメラ玄関子機
（ドアホン）※1

モニター親機
（ドアホン親機）※1

 ●本機は、盗難・侵入を阻止するものではありません。 
発生した損害については、責任を負いかねますのでご了承願います。
 ●本書に記載のイラストや画面はイメージです。実際とは異なる場合があります。
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はじめに

本製品は、次の機器と連携することでさらに便利なシステムとしてお使いいただけます。

 ●上記のほかに、ドアホンも付属と合わせて2台まで増設できます。

来客応答やモニターの
ほか、ドアホン親機と
の室内通話もできます。

電話/ファクスまたはイン
ターホンで、ドアホンの来
客応答ができます。

警報器の反応やコール
機器/非常ボタンから
の呼び出しを、本機に
お知らせします。

ドアホンの来客時などに本機に連動
して、光や音でお知らせします。

ドアホンの来客時などに本機に連
動して呼出音が鳴ります。

増設モニター（P.18）

別売の増設機器や連携機器（品番などの一覧はP.32、33）

電話/ファクス、または 
インターホン（P.18）

警報器/コール機器/ 
非常ボタン（P.18）

光るチャイム/メロディサインなど（P.19）増設スピーカー（P.18）

1 台のみ

いずれかを
1 種類のみ

いずれかを1 種類のみ1 台のみ

いずれかを
1 台のみ

付属品･添付品の確認

不備な点がございましたら、お買い上げの販
売店へお申し付けください。

 ■ 付属品（詳細は施工説明書参照）
〈ドアホン親機用〉
□	壁掛け金具	.......................................1個
□	壁掛け用木ねじ・小ねじ	............ 各2個
〈ドアホン用〉
□	壁掛け用木ねじ・小ねじ	............ 各2個

 ■ 添付品
□ü	取扱説明書（本書）	...........................1冊
□	施工説明書	.......................................1部
□	保証書	..............................................1式

本書内での各機器の品番表記

 ■ ドアホン親機
VL-MV38	⇒	 MV38
VL-MV39	⇒	 MV39

 ■ ドアホン
VL-V522L	⇒	 V522L
VL-V572L	⇒	 V572L

特定の機器の説明部分は、上記の品番表記
で区別しています。
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もくじ

確認と準備
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使用上のお願い ..................................... 6
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各部のなまえとはたらき ...................... 8
日時（時計）の設定 .............................. 10
映像のワイド/ズーム設定 ................ 11

通話／モニター

来客の呼び出しに応答する ............... 12
ドアホン側の様子を見る（モニター） ... 13
室内の相手を呼び出す（室内呼） ....... 13

録画／再生

録画機能について ............................... 14
録画の仕様	...........................................14
SDカードの容量と	
録画件数の目安	 MV39 	................14

録画方法（自動録画/手動録画） ........ 15
録画を再生する .................................. 16
画像を保護する	...................................17
画像を消去する	...................................17

他機器との連携

他機器と連携して使う ....................... 18
増設モニターとの連携	........................18
電話/ファクスや	
インターホンとの連携	....................18

増設スピーカーとの連携	....................18
警報器･コール機器･非常ボタン	
との連携	...........................................18

光るチャイムや	
メロディサインなどとの連携	........19

その他の機能や設定

表示に関する機能や設定 ................... 20
映像表示中にワイド/ズーム、	
パン・チルトする	.............................20

ガイドを消して映像全体を見る	........20
ドアホンの照明を点灯させる	............21
ドアホンの逆光補正をする	................21
画面の明るさを変える	........................21

音に関する機能や設定 ....................... 22
呼出音量を変える	................................22
呼出音の種類を変える	........................22
呼出音の鳴り分け設定をする	............23
ドアホンからの受話音量を変える.....23
ドアホンへの送話音量を変える	........23

機能設定一覧（設定方法と一覧表） ... 24

必要なとき

お知らせや情報を見る ....................... 28
SDカード（フォーマット･録画の 

コピー･パソコン再生） MV39  .... 28
仕様 ...................................................... 31
別売品･連携機器一覧 ............ 32
商標など .............................................. 34
困ったとき .......................................... 34
こんな表示が出たら ........................... 36
保証とアフターサービス ................... 37
さくいん .............................................. 39

使ってみましょう .................... 4

★ 付属や増設のドアホンが広角レンズ（ワ
イド/ズーム対応）の場合にのみ、必要
な設定や機能です。

★

★
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ご使用の製品にかかわらず、操作方法は同じです。
	●ご使用前に必ず、日時設定をしてください。（P.10）

ドアホン側（玄関）の様子を、映像と音で確認できます。
（室内の声は外に聞こえません）

	●ドアホンが2台接続されているときは、操作が異な
ります。詳しくは（P.13）

●  来客の呼び出しに応答する

●  ドアホン側の様子を見る（モニター）

ピーンポーンと鳴ったら、
【通話】を押し、相手と話す

	●相手と交互に話してください。
同時に話すと声が途切れます。

1

約50 cm以内

【モニター】を押す
	●映像が映り、
周囲の音が聞こえます。

1

終わったら、【終了】を押す2

確認が終わったら、
【終了】を押す

2

新着あり

メニュー室内呼

通 話 終 了

再生 モニター

1 2

新着あり

メニュー室内呼

通 話 終 了

再生 モニター

1 2

使ってみましょう
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火災・感電などを防ぐために

禁止

 ■  分解・修理・改造しない
ÄÄ修理は販売店へご相談くだ
さい。

 ■  ぬれた手で、電源プラグの抜き
差しはしない
 ■  雷が鳴ったら、ドアホン親機・
電源プラグに触れない
 ■  湿気や湯気・油煙・ほこりの 
多い場所では使用しない
 ■電源コード・電源プラグを破損
するようなことはしない
•	傷つける、加工する、熱器具に
近づける、コードに過度なス
トレスを加える（無理に曲げ
る、ねじる、引っ張る、重いも
のを載せる、束ねるなど）	
（傷んだまま使用すると、感
電・ショート	・火災の原因）
ÄÄ修理は販売店にご相談くだ
さい。

火災・感電などを防ぐために

禁止

 ■  コンセントや配線器具の定格を
超える使いかたや、AC100 V
以外での使用はしない
（たこ足配線などで、定格を超え
ると、発熱による火災の原因）
 ■機器内部に金属物を入れない
ÄÄ金属物が入った場合は、すぐ
に電源プラグを抜く、または
電源ブレーカーを切って販売
店へご相談ください。

 ■機器（電源コードを含む）に水
をかけたり、ぬらしたりしない
ÄÄぬれた場合は、すぐに電源
プラグを抜く、または電源
ブレーカーを切って販売店
へご相談ください。

 ■電源プラグは根元まで確実に
差し込む
（差し込みが不完全だと、感電
や発熱による火災の原因）
ÄÄ傷んだプラグ・ゆるんだコ
ンセントは使用しないでく
ださい。

 ■電源プラグのほこりなどは 
定期的にとる
（プラグにほこりなどがたまる
と、湿気などで絶縁不良となり
火災の原因）
ÄÄ電源プラグを抜き、乾いた
布で拭いてください。

 ■煙・異臭・異音が出たり、落下・
破損したときは、すぐに電源プ
ラグを抜く、または電源ブレー
カーを切る
（そのまま使用すると、火災や
感電の原因）
ÄÄ使用を中止し、販売店へご
相談ください。

 ■電源プラグを抜くときは、 
プラグ本体（金属でない部分）
を持って抜く
（コードを持って抜くと、コー
ドの断線による火災・感電・や
けどの原因）

警告

警告安全上のご注意

人への危害、財産の損害を防止するため、必
ずお守りいただくことを説明しています。
■  誤った使い方をしたときに生じる危害や

損害の程度を区分して、説明しています。

警告 「死亡や重傷を負うおそ
れがある内容」です。

注意
「軽傷を負うことや、財
産の損害が発生するお
それがある内容」です。

■  お守りいただく内容を次の図記号で説明
しています。

してはいけない内容です。

実行しなければならない内容です。

必ずお守りください

確認と準備
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事故などを防ぐために

禁止

 ■  SDカードは、乳幼児の手の届
くところに置かない
（誤って飲み込むおそれあり）
ÄÄ万一、飲み込んだと思われ
るときは、すぐに医師にご
相談ください。

事故・けが・財産の損害などを防ぐために

禁止

 ■  不安定な場所や振動の激しい
場所では使用しない
（落下による破損やけがの原因）

 ■スピーカーに耳を近づけて使
用しない
（急に大きな音が出るので、聴
覚障害を起こすおそれあり）

注意

使用上のお願い

設置場所など、設置に関する内容は施工説明
書をお読みください。

プライバシー・肖像権について

ドアホンの設置や利用については、ご利用に
なるお客様の責任で被写体のプライバシー、
肖像権などを考慮のうえ、行ってください。
※	「プライバシーは、私生活をみだりに公開
されないという法的保障ないし権利、もし
くは自己に関する情報をコントロールす
る権利。また、肖像権は、みだりに他人か
ら自らの容ぼう・姿態を撮影されたり、公
開されない権利」と一般的に言われていま
す。

個人情報について

本機では、来客映像などの録画データ（個人
情報）が次のように記録されます。

	●ドアホン親機が	 MV38 	の場合
本体メモリー（内蔵）に記録
	●ドアホン親機が	 MV39 	の場合
本体メモリー（内蔵）やSDカードに記録

これらの記録された情報の流出による不測
の損害などを回避するために、お客様の責任
において管理してください。

〈免責事項〉
記録された情報は、誤操作、静電気の影響、
事故、故障、修理、その他の取り扱いによっ
て変化、消失することがあります。記録され
た情報の変化、消失が生じても、それらに起
因する直接または間接の損害については、当
社はその責任を負えない場合もございます
ので、あらかじめご了承ください。

〈本機の修理を依頼するとき〉
	●ドアホン親機の本体メモリー（内蔵）に記
録された録画データについて、修理依頼
の前に次の対応をしてください。
•	ドアホン親機が	 MV38 	の場合
必要に応じて録画内容を確認する
•	ドアホン親機が	 MV39 	の場合
必要に応じてSDカードにコピーし、ド
アホン親機から取り出して保管する

	●データの確認･保管後、P.27「初期化」の
「出荷時に戻す」を行い、ドアホン親機の
本体メモリーに記録された情報を消去し
てください。
•	故障の状態により、本機の操作が困難
な場合は、お買い上げの販売店までご
相談ください。

〈本機を譲渡・廃棄・返却するとき〉
P.27「初期化」の「出荷時に戻す」を行い、ド
アホン親機の本体メモリーに記録された情
報を消去してください。
	●ドアホン親機が	 MV39 	の場合
ご使用のSDカードはドアホン親機から
取り出してください。
•	SDカードも廃棄･譲渡するときは（P.8）

警告
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お手入れについて

柔らかい布でから拭きしてください。
	●汚れがひどいときは、柔らかい布に水を
含ませ、固く絞って拭いてください。

〈電源プラグを拭くとき〉
安全のため、電源プラグをコンセントから抜
いてください。

	●お手入れに、アルコール類・みがき粉・粉
せっけん・ベンジン・シンナー・ワックス・
石油・熱湯などは使用しないでください。
また、殺虫剤・ガラスクリーナー・ヘアス
プレーなどをかけないでください。（変色、
変質の原因になります）

その他

	●電源プラグは、設置場所の近くで抜きや
すい場所にあるコンセントに差し込み、
異常が起きた場合にコンセントからすぐ
に抜けるようにしておいてください。
	●施工説明書に従わず、正しく設置されな
かった場合などの故障および事故につい
て当社はその責任を負えない場合もござ
いますので、あらかじめご了承ください。
	●使用を中止するときは、万一の落下防止
のため、ドアホン親機、ドアホンを壁から
取り外してください。電源線を直結して
いる場合などは、取り外しをお買い上げ
の販売店にご相談ください。

MV39

SDカードについて
ドアホン親機が	 MV39 	の場合は、SDカー
ドを使って最大3000件のドアホン映像を
動画で録画できます。（P.14）
	●SDカードがないとき	
静止画（連続画像）を最大50件まで、ドア
ホン親機の本体メモリーに録画します。
	●本機にはSDカードは付属されていません。
	●ご使用の際は、パナソニック製品をお買
い求めいただくことをお勧めします。

本機で使えるSDカード

SD規格に準拠したSDメモリーカードに対
応しています。（本書ではSDメモリーカード
を総称して「SDカード」と記載しています）
	●対応のSDカードの詳細は（P.31）
	●SDカードの容量と録画件数の目安は
（P.14）

SDカードを入れる／取り出す

SDカードは、ドアホン親機の画面が消灯し
ている状態で挿入してください。

1 SDカードをまっすぐ押し込む
	●斜めにカットされた角を上に向けて
押し込んでください。

 ■SDカードを取り出すとき
トップメニューに表示されるSDカード
のアイコン（ →P.9の①）が点滅して
いないことを確認してから、SDカードの
中央部分を押して、取り出してください。

	●SDカードの裏の接続端子部に触れない
でください。
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SDカードの取り扱いについて

 ■大切なデータを保護するために
SDカードをドアホン親機から取り出す
際は、必ずトップメニューを表示し、SD
カードのアイコン（ →P.9の①）が点
滅していないことを確認してください。
点滅中にSDカードを抜いたり、リセット
スイッチ（右記�）を押したり、電源プラ
グを抜いたりすると、SDカード内のデー
タが破壊されることがあります。また、電
磁波、静電気、本機やSDカードの故障な
どによってもSDカード内のデータが壊
れたり、消失することがありますので、大
切なデータはバックアップをとることを
お勧めします。

データの損失などにより発生した損害
について、当社は責任を負えない場合
もございますので、あらかじめご了承
ください。

	●パソコンなど他の機器でフォーマット
されたSDカードは、本機でフォーマッ
トしないと使えません。大切なデータ
はパソコンなどに保存したあとフォー
マットしてください。（P.28）

 ■SDカードの書き込み禁止スイッチについて
書き込み禁止スイッチを
「LOCK」側にすると、	
録画や消去、フォーマット
などができなくなります。

SDカードを廃棄・譲渡するとき

SDカード内のデータはお客様の責任におい
て管理してください。本機やパソコンによる
「フォーマット」や「消去・削除」では、SDカー
ド内のデータは完全には消去されません。譲
渡の際は、パソコン用データ消去ソフトな
どを使ってSDカード内のデータを完全に
消去することをお勧めします。また廃棄の
際は、SDカードを物理的に破壊するか、SD
カード内のデータを完全に消去して、地域
ルールに従って、分別廃棄をお願いします。

書き込み禁止
スイッチ

各部のなまえとはたらき

ドアホン親機

1マイク
2液晶ディスプレイ
3新着ありランプ（青）
新しく録画した未確認画像があるときに
点灯し、【再生】ボタンを押すと消灯します。

4スピーカー
5【再生】ボタン
録画を再生します。（P.16）

6【モニター】ボタン
ドアホン側の様子を確認できます。	
（P.13）

7【室内呼】ボタン
別売の増設モニターを呼び出します。
（P.13）

8【メニュー】ボタン
トップメニューを表示します。（P.9）

9【通話】ボタン
�【終了】ボタン
�リセットスイッチ
動作がおかしいときは、先端の細いもので
押してください。（録画した画像、登録し
た設定内容などは消えません）

�SDカード挿入口

	●【再生】【モニター】【室内呼】【メニュー】ボ
タンは、画面点灯時に画面下部に表示さ
れる機能（P.9のC）を操作するときにも
使います。

新着あり

メニュー室内呼

通 話 終 了

再生 モニター

1

2

3





4
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〈側面〉

MV39

MV38

9

5

リ
セ
ッ
ト
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ドアホン親機の画面について

 ■トップメニュー
日時設定後に【メニュー】ボタンを押すと
表示されます。

 ■映像表示画面

A操作メニューを表示します。

メニュー はたらき

お知らせ※1 お知らせ画面を表示します。
（P.28）

情報を見る 情報表示画面を表示します。
（P.28）

設定を変更
する

設定画面を表示します。
（P.24）

※1	 お知らせがないときは表示されません。

B現在の状態をアイコンなどで表示します。

番号 意味

① SDカードの状態
（ドアホン親機が	 MV39 	のみ）

	 ：	通常の装着状態

（点滅）	：		データの読み出し中	
または書き込み中	

（この間はSDカードを
抜かないでください）

	 ：		SDカードの書き込み禁
止スイッチが「LOCK」
側の状態（P.8）

	 ：	書き込み不可

② 表示映像の撮影機器※2

（ドアホン1～2）

③ 撮影中の機器との通信状態
：通話中　 ：モニター中
：	連携した電話/ファクスが	
ドアホンと通話中

④ 通話中･モニター中の別機器からの
呼び出し※2

11	～	 22：ドアホン1～2
（アイコンはピンク色で表示）

⑤ プレストーク通話中（P.12）

⑥ ドアホンの照明が「ON」（P.21）

⑦ 録画中

※2	 ドアホンを2台接続時のみ表示。

C操作場面ごとに有効な機能を表示します。
各機能は、それぞれ画面下の4つのボタン

【再生】【モニター】【室内呼】【メニュー】で
操作します。
操作時のボタン表記例：
【再生】（ 戻る ）、【メニュー】（ 決定 ）

D操作案内、現在の状態説明などを表示しま
す。

決定▼選ぶ戻る

お知らせ

情報を見る

設定を変更する

①

B

C

A

ワイド表示中
メニューズーム

PP22
② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

B

C
D
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ドアホン

1レンズカバー
2マイク
3カメラレンズ
4スピーカー
5呼出ボタン･ランプ（ボタン中央：赤）

• 接続したドアホン親機の電源が入ると
ランプが点灯します。

• ボタンを押し続けながら話すと、「ただ
いまコール」がはたらきます。

6LEDライト（照明用）

ただいまコールについて

室内側の応答を待たなくても、玄関先から室
内側に「ただいま」などと呼びかけることが
できる機能です。

1 呼出ボタンを押したまま、約3秒後
に呼びかけ、終わったら指を離す
	●呼びかけの声は、ドアホン親機にの
み聞こえます。
	●ドアホン親機から聞こえる声の大き
さは、P.25「呼出音量（ドアホン）」の
設定に連動します。（「切」設定中は、
音量「小」で聞こえます）

ドアホンの画質について

設置環境や使用する時間帯によって、来客や
背景の明るさや色味が変わることがありま
す。詳しくは（P.34）

日時（時計）の設定

お買い上げ時は日時が設定されていません。
必ず設定してください。

	●未設定時は【再生】【メニュー】【終了】のい
ずれかを押したときに日時設定を促すお
知らせ画面が表示されます。	
下記の手順で設定してください。

1 お知らせ画面を表示中に、 
【メニュー】（ 決定 ）を押す

	●日時設定の画面が表示されます。

2 下記の操作で日時を合わせる

【再生】（ 次へ▶️ ）
年・月・日・時・分の	
項目を選ぶ

【モニター】（ − ）
【室内呼】（ ＋ ）

数字を選ぶ
（長押しすると数字
が早く切り替わる）

3 日時を合わせたら、 
【メニュー】（ 決定 ）を押す

	●停電時には設定した日時が消えることが
あります。その際は再設定してください。
	●時刻は1か月に約60秒ずれることがあ
ります。
	●日時の変更は、機能設定の「日時設定」で
行います。（P.24）

3

6

4
5

1 2

3
6

4
5

1 2
V522L V572L
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映像のワイド/ズーム 
設定

付属や増設のドアホンが広角レンズ（ワイド
/ズーム対応）の場合は、映像を画面に映し
出すときの表示のしかたを設定できます。
	●ドアホン親機	 MV38 	の付属ドアホンで
は設定できません。

ワイド／ズーム設定
来客時やモニター時の表示を、それぞれワイ
ド/ズームのどちらにするかを設定できます。

ワイド表示 ズーム表示

（お買い上げ時の設定）（ワイド表示の約2倍）

1 【メニュー】を押す

2 【モニター】（ ▼選ぶ ）で「設定を変
更する」を選び、【メニュー】（ 決定 ）
を押す

3 「最初の設定」が選ばれた状態で、
【メニュー】（ 決定 ）を押す

4 【モニター】（ ▼ ）で「ワイド/ズー
ム設定」を選び、【メニュー】（ 決定 ）
を押す

5 【モニター】（ ▼ ）で設定するドアホ
ンを選び、【メニュー】（ 決定 ）を押す

6 【モニター】（ ▼ ）で「来客時」また
は「モニター時」を選び、 

【メニュー】（ 決定 ）を押す

7 【モニター】（ ▼ ）で「ワイド」また
は「ズーム」を選び、 

【メニュー】（ 決定 ）を押す

8 終わったら、【終了】を押す

	●「ズーム」に設定したとき
• 録画の際は、画面に表示された範囲の
映像しか録画されません。

• ドアホンの設置場所によっては、来客
が画面の端に映ったり、画面に映りき
らない場合があります。「ズーム位置設
定」でズーム位置を調整してください。

ズーム位置設定
映像をズームで映し出すとき、映像のどの位
置をズームするかを設定します。
	●人物がなるべく中心に映るような位置を
設定してください。

1 「ワイド/ズーム設定」の手順1～3
を行う

2 【モニター】（ ▼ ）で「ズーム位置設
定」を選び、【メニュー】（ 決定 ）を 
押す

3 【モニター】（ ▼ ）で設定するドアホ
ンを選び、【メニュー】（ 決定 ）を 
押す
	●現在の映像がズーム表示されます。

4 【モニター】（ ◀ ）または 
【室内呼】（ ▶️ ）でズーム位置を選ぶ

	●押すごとにズーム位置が切り替わり、
現在の位置がズーム位置ガイドで表
示されます。

5 【メニュー】（ 決定 ）を押す

位置を選んで[決定]を押す

決定ガイドOFF

ズーム位置ガイド
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来客の呼び出しに 
応答する

ドアホンの呼出ボタンが押されると呼出音
が鳴り、相手の映像が映ります。応答すると、
最大約2分間、通話ができます。

1 呼出音が鳴ったら、 
【通話】を押し、相手と話す

2 終わったら、【終了】を押す

声で応答する（音声応答）

「音声応答」（P.25）の設定をしておくと、ボ
タンを押さずに声で応答できます。

1 呼出音が鳴ったら、ドアホン親機に
向かって「はーい」などの声で応答
し、相手と話す

2 終わったら、【終了】を押す

周囲が騒がしく話しにくいとき 
（プレストーク通話）

送話と受話を手動で切り替える通話方式で
す。自分や相手の周囲が騒がしいときでも声
が伝わりやすくなります。

1 通話中、「ピッ」と鳴るまで 
【通話】を約2秒間押す

	● 	 が表示され、プレストーク通話
に切り替わります。

2 相手と話す
 ■話すとき（送話）

【通話】を押したまま話す（押してい
る間、相手の声は聞こえません）
 ■聞くとき（受話）

【通話】から指を離す	
（こちらの声は相手に聞こえません）

	●着信（ドアホンからの呼び出し）は約30
秒です。
	●通話時は、マイクから約50	cm以内で相
手と交互に話してください。	
同時に話すと声が途切れます。
	●音声応答設定時は、周囲音（ペットの鳴き
声、テレビの音、電話の呼出音など）に反
応して応答してしまうことがあります。
	●「ただいまコール」（P.10）の呼びかけに
は、音声応答できません。
	●ドアホンが2台あり、通話中に別のドア
ホンから呼び出しがあったときの動作や
応答方法は（P.13左下の「お知らせ」）

通話／モニター
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ドアホン側の様子を 
見る（モニター）

ドアホン側の様子を、映像と音で最大約3分
間確認できます。
	●モニター中、室内の声はドアホン側には
聞こえません。

1 【モニター】を押す
 ■ドアホンが2台あるとき
機器の一覧が出たら、	

【モニター】（ ▼選ぶ ）でモニターした
いドアホンを選び、	

【メニュー】（ 決定 ）を押す

2 表示された映像と音声を確認する
 ■ドアホン側の相手に話しかけるには

【通話】を押す

3 終わったら、【終了】を押す

	●ドアホンが2台あり、モニター中や通話
中に別のドアホンから呼び出しがあると、
呼出音が鳴り、画面上部に着信を表すア
イコン（P.9の④）が表示されます。
〈呼び出しに応答するには〉
①【終了】を押す
（通話やモニターが終了し、着信中のド
アホン映像に切り替わります）
②【通話】を押し、来客と話す

室内の相手を呼び出す
（室内呼）
別売の増設モニターを接続しているときは
下記の操作で増設モニター側の相手を呼び
出し、話をすることができます。

1 【室内呼】を押し、「プー」音に続け
て相手に呼びかける
	●相手が出たら、通話もできます。

2 終わったら、【終了】を押す

増設モニターからの室内呼び出しに 
応答するには

1 「プー」音や呼びかけが聞こえたら、
【通話】を押して話す

	●室内呼び出しは約30秒、室内通話は最大
約60秒です。
	●室内呼び出し中や通話中にドアホンから
呼び出しがあると、呼出音が鳴り、	
「ドアホン着信中」の表示が出ます。
〈呼び出しに応答するには〉
①【モニター】を押す
（室内呼び出しや通話が終了し、	
ドアホン映像に切り替わります）
②【通話】を押し、来客と話す
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録画機能について

録画の仕様
 ■ドアホン親機が MV38 	の場合
ドアホン親機の本体メモリーに静止画で
録画します。

 ■ドアホン親機が MV39 	の場合
SDカード挿入時はSDカードに動画で録
画、SDカードがないときはドアホン親機
の本体メモリーに静止画で録画します。
（記録先は選べません）

記録できる内容や件数などは下表のとおり
です。（録音機能はありません）

記録先 ドアホン親機の 
本体メモリー

SDカード
（2 GB～64 GB）

録画内容 映像のみ 映像のみ

最大
録画件数

50件 3000件※1

最大
保護件数

20件 20件

1件あたりの録画内容※2

着信時 約1秒おきの
連続画像	
（最大8枚の
静止画）

動画	
（最大約30秒）

モニター
時

通話時 録画不可 録画不可

※1	 録画件数は、SDカードの容量によって
異なります。（件数の目安は右記）

※2	 着信時･モニター時の録画方法などの
詳細は（P.15）

	●SDカードの取り扱いや使用可能なSD
カードについては（P.8、31）
	●本体メモリーに記録した画像はSDカー
ドにコピーできます。（P.29）
	●SDカードに記録した画像はパソコンで
再生できます。（P.29）

録画がいっぱいになったとき 
（録画の自動更新）

新しい画像を録画するために、古い画像から
順に自動で消去されます。（手動で画像を消
去しなくても、録画できます）
ただし、未確認の画像でも消去されるため、
消したくない画像は保護設定してください。
（P.17）

MV39
SDカードの容量と録画件数の目安

未使用のSDカードに録画をしたときの目
安です。

容量 録画件数

2	GB 250件

4	GB 500件

8	GB 1000件

16	GB 2000件

32	GB
3000件
（最大件数）

48	GB

64	GB

録画／再生
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録画方法 
（自動録画/手動録画）
着信時やモニター時の映像は、自動または手
動で録画できます。

 ●通話時の映像は録画できません。
 ●録音機能はありません。

着信映像の録画（自動録画）

来客から呼び出しがあると、約2秒後に相手
の映像を自動で録画します。（P.26「ドアホ
ン自動録画」の設定：初期値「する」）
	●ドアホンが2台あり、着信が重なったとき
あとの着信を優先して録画します。	
（最初の録画は途中で中止されます）
	●ドアホンとの通話･モニター中に別のド
アホンから呼び出しがあったとき
着信中のドアホン映像は、通話やモニター
を終わらせて映像を画面に表示しないと、
録画されません。

 ■留守などで応答しなかったときの録画
未確認画像として記録され、新着ありラ
ンプの点灯で通知されます。

新着ありランプを点灯させたくないと
きは、P.27「新着ありランプ点灯」設定
を「しない」にしてください。

モニター映像の録画（手動録画）

録画したいときに下記の操作をしてくださ
い。

1 モニター映像を表示中に、 
【モニター】（ 録画 ）を押す

	●録画中は、画面に「録画●」と表示されま
す。
	●来客に応答したときや、モニター時の録
画は、録画再生の際に確認済み扱いにな
ります。
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録画を再生する

新着ありランプが点灯しているときは、新し
く録画された未確認画像があります。
	●【再生】ボタンを押すと、新着ありランプ
は消灯します。

1 【再生】を押す
	●画像再生の一覧画面が表示されます。

※1	ドアホン親機	 MV39 	でSDカード使
用時は、（SDカード）と表示されます。

※2	保護設定（P.17）した画像のみ再生で
きます。

2 【モニター】（ ▼選ぶ ）で再生する画
像の項目を選び、【メニュー】（ 決定 ）
を押す
	●選んだ項目の中で、日時の最も新し
い画像が表示されます。

※3	 未確認 ：未確認の画像	
：保護設定した画像

3 下記の操作で見たい画像を再生する

【モニター】（ ）

【室内呼】（ ）

見たい画像を選ぶ
（長押しすると早戻
し/早送りになる）

【再生】
選んだ画像を自動
コマ送りする

（自動コマ送り中の画面例）

（自動コマ送りの一時停止中の画面例）

番号 意味やはたらき

①

再生の経過を表示
• 本体メモリー再生のとき	

• SDカード再生のとき	

② 前の画面へ

③ 再生の一時停止

④ 再生中の画像の頭に戻って再生

⑤
再生中の設定メニューを表示	
（詳細はP.17）

⑥ 再生の再開（停止位置から再開）

⑦ 前のコマへ

⑧ 次のコマへ

4 終わったら、【終了】を押す

確認済みの画像
保護画像

未確認の画像
1 3 件

2 件

9 件

画像再生 （本体メモリー）

画像の記録先※1

※2

未確認9  　10/13（土） 　 10:00
自 動 コ マ 送 り は [ 再 生 ] を 押 す

再 生 メニュー画像送り

録画番号

録画日時 画像の状態※3

別の画像に切り替える

再生中の設定メニュー
を表示（P.17）

未確認9  　10/13（土） 　 10:00

戻 る メニュー一時停止 頭出し

②① ③ ④ ⑤

未確認9  　10/13（土） 　 10:00

再 生 メニューコマ送り

⑥ ⑦ ⑧

例：2枚（コマ）目を再生
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 ■SDカードをご使用のドアホン親機 
MV39 	で、本体メモリーにも録画画像

があるとき
P.16の手順1で、画面左下に が
表示されます。このとき【再生】ボタンを
押すと、本体メモリーの再生画面に切り
替えることができます。

 ■画像再生中の設定メニューでできること
• 画像に重なって表示されるガイドを消
す（P.20）

• 画像を保護または消去する（右記）
• 画面の明るさを変える（P.21）

画像を保護する
最大保護件数は20件です。（P.14）

1 画像再生中に【メニュー】を押す

2 【モニター】（ ▼選ぶ ）で「保護」を選
び、【メニュー】（ 決定 ）を押す

保護解除するとき

1 保護画像を再生中に【メニュー】を
押す

2 【モニター】（ ▼選ぶ ）で「保護解除」
を選び、【メニュー】（ 決定 ）を押す

画像を消去する
再生中の画像を個別に消去できます。
	●画像を全消去するには（P.26）

1 画像再生中に【メニュー】を押す

2 【モニター】（ ▼選ぶ ）で「一件消去」
を選び、【メニュー】（ 決定 ）を押す

3 【モニター】（ はい ）を押す
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他機器と連携して使う

増設モニターとの連携
P.32の対応機種を1台のみ接続できます。
接続すると、増設モニターで来客応答やモニ
ター、ドアホン親機との室内呼び出しや通話
ができます。
	●接続方法は施工説明書をお読みください。
	●ドアホン親機と増設モニター間でドアホ
ン通話の転送はできません。
	●増設モニターで録画の再生はできません。

電話/ファクスやインターホンとの連携
P.33の対応機種を1台のみ接続できます。
接続すると、電話/ファクスやインターホン
で、ドアホンの来客応答ができます。
	●電話/ファクスの接続には、ドアホンアダ
プターが必要です。（P.33）
	●接続方法は施工説明書をお読みください。
	●ドアホン親機と電話/ファクス（またはイ
ンターホン）間での室内通話はできませ
ん。
	●本機で2台のドアホンをご使用の場合	
電話/ファクスでは、2台のドアホン着信
を表示で区別することはできません。	
（どちらも「ドアホン1着信中」となります）

増設スピーカーとの連携
P.33の対応機種を1台のみ接続できます。
接続すると、次の場面で増設スピーカーが本
機に連動します。
	●接続方法は施工説明書をお読みください。

本機に連動する場面

 ■ドアホン（来客）から呼び出しがあったとき
増設スピーカーで呼出音が鳴ります。
 ■非常ボタンが押されたとき（P.19）
増設スピーカーで警報音が鳴ります。

警報器･コール機器･非常ボタン 
との連携

P.33の対応機種をいずれか1種類のみ接続
できます。接続すると、警報器の反応やコー
ル機器･非常ボタンによる呼び出しを、本機
で通知できます。
	●接続方法は施工説明書をお読みください。
	●接続後は、P.27「外部入力」設定で次の内
容を設定してください。
①	機器の種類（警報器/コール機器/非常
ボタン）

②機器の接点種別（Ａ接点/Ｂ接点）
③	〈非常ボタン連携時のみ〉	
ドアホン（玄関子機）への通知方法

 ■警報器（火災警報器など）が反応したとき
ドアホン親機※1で通知を行います。

ドアホン親機

音と表示で通知
音　：ピロピロピロピロン
表示：「警報器が反応しました」

通知時間

最大約3分（警報器の反応が終わる
と終了します）

通知音量

「大」（固定）

 ■コール機器から呼び出しがあったとき
ドアホン親機※1で通知を行います。

ドアホン親機

音と表示で通知
音　：プップー・プップー
表示：「コールです」

通知時間

最大約3分（コール機器からの呼び
出しが終わると終了します）

通知音量

「大」※2

他機器との連携
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 ■非常ボタンが押されたとき
ドアホン親機※1や屋外のドアホン※3で
通知を行います。

ドアホン親機 ドアホン

音と表示で通知
音：		ピロピロピロ

ピロピローン
表示：
「非常ボタンが	
押されました」

音とLEDライトの
点滅で通知※4
音：		ピロピロピロ

ピロピローン

通知時間

音による通知は最大約10分※5

通知音量

「大」（固定）

※1	 増設モニターを接続していると、ドア
ホン親機と同様に動作します。

※2	 P.22「呼出音量」の設定で、「小」「切」
にすることもできます。

※3	 ドアホンを2台ご使用の場合も、通知
ができるのはドアホン1だけです。

※4	 P.27「外部入力」の設定で、ドアホン
への通知を「LEDライト点滅＋警報音」
にしている場合です。

※5	 表示やLEDライトによる通知は、ドア
ホン親機や増設モニターの【終了】ボ
タンを押すまで継続します。

通知音をすぐに止めたいとき

1 ドアホン親機や増設モニターの 
【終了】を押す

	●音の鳴り始めから約5秒間は終了で
きません。

	●非常ボタンからの通知音を止めたあとは、
非常ボタンを元の状態に戻してください。
	●警報器･コール機器･非常ボタンの点検時
は、本機の動作も確認してください。

	●警報器･コール機器･非常ボタンからの通
知は、ドアホンとの通信よりも優先され
ます。
• ドアホン通話中などに通知があると、
通話が切れて通知画面に変わります。

• 通知画面を表示中は、ドアホンからの
呼び出しを受けられません。

	●警報器･コール機器･非常ボタンからの通
知は、「お知らせ」としてドアホン親機に
記録されます。
• 留守中などの異常は「お知らせ画面」を
表示すると確認できます。（P.28）

• 通知の履歴をあとで確認することもで
きます。（P.28「情報表示画面」の②）

光るチャイムやメロディサイン 
などとの連携

P.33の対応機種をいずれか1種類のみ接
続できます。接続すると、下記のように光る
チャイムなどの機器が本機に連動します。
	●接続方法は施工説明書をお読みください。

本機と連動する場面

 ■ドアホン（来客）から呼び出しがあったと
き※1

ドアホンが2台あると、どちらのドアホ
ンの呼び出しにも連動します。特定のド
アホンにだけ連動させるには、P.27「A
接点出力」設定を変更してください。
 ■警報器･コール機器･非常ボタンから通知
があったとき※1（P.18）

※1	本機で呼び出しに応答または警報器な
どからの通知を終了すると、A接点出
力はOFFになります。（光チャイムなど
の動作仕様は、ご使用の機器の説明書
でご確認ください）
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表示に関する機能や設定

画面の表示（見やすさ）に関する各種機能や
設定を説明します。

映像表示中に 
ワイド/ズーム、パン・チルトする

付属や増設のドアホンが広角レンズ（ワイド
/ズーム対応）の場合は、ドアホンの映像表
示中に、ワイド/ズームの切り替えやズーム
位置の切り替え（パン･チルト）ができます。

ワイド/ズームを切り替える

1 ドアホンの映像表示中に 
【再生】を押す

	●押すごとに切り替わります。

ズーム位置を切り替える（パン･チルト）

1 ズーム表示中に【室内呼】（ パン・チルト ）
を押し、【モニター】（ ◀ ）または 

【室内呼】（ ▶️ ）でズーム位置を切り
替える

	●映像表示中にワイド/ズームやパン･チル
トをしても、画面を終了して次に映像を
表示するときは、P.11の「ワイド/ズーム
設定」や「ズーム位置設定」に従って表示
します。
	●ズーム表示中に録画すると、画面に表示
された範囲の映像しか録画されません。

ガイドを消して映像全体を見る
下記の場面で、映像（画像）に重なって表示
される様々なガイド（P.9のB～D）を消す
ことができます。
• ドアホンの映像表示中
• 録画した画像の再生中

1 上記場面のいずれかで 
【メニュー】を押す

2 【モニター】（ ▼選ぶ ）で「ガイド 表示
しない」を選び、【メニュー】（ 決定 ）
を押す

3 【モニター】（ はい ）を押す
	●ガイドが消えます。

 ■ガイドを再表示するには
①上記手順1の操作をする
②【メニュー】を押す
③	【モニター】（ ▼選ぶ ）で「ガイド	表示す
る」を選び、【メニュー】（ 決定 ）を押す

その他の機能や設定
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ドアホンの照明を点灯させる

自動点灯機能を使う

夜間などで周囲が暗いときは、来客やモニ
ター操作による映像表示の際に、ドアホンの
照明が自動で点灯します。
	●P.27「ドアホン照明自動点灯」設定	
（初期値：する）

手動で点灯させる

1 ドアホンの映像表示中に 
【メニュー】を押す

2 【モニター】（ ▼選ぶ ）で「表示の設定」
を選び、【メニュー】（ 決定 ）を押す

3 【モニター】（ ▼選ぶ ）で「照明」を選
び、【メニュー】（ ON ）を押す

	●自動または手動で点灯した照明は、映像
表示が終了すると消灯します。	
映像表示中に消灯させるには、上記手順3
で【室内呼】（ OFF ）を押してください。

ドアホンの逆光補正をする

1 ドアホンの映像表示中に 
【メニュー】を押す

2 【モニター】（ ▼選ぶ ）で「表示の設定」
を選び、【メニュー】（ 決定 ）を押す

3 【モニター】（ ▼選ぶ ）で「逆光補正」
を選び、【メニュー】（ ON ）を押す
	●補正をやめるときは、	

【室内呼】（ OFF ）を押します。

画面の明るさを変える
下記の場面で操作ができます。
• ドアホンの映像表示中
• 録画した画像の再生中

ドアホンの映像表示中の場合

1 【メニュー】を押す

2 【モニター】（ ▼選ぶ ）で「表示の設定」
を選び、【メニュー】（ 決定 ）を押す

3 【モニター】（ ▼選ぶ ）で「明るさ」を
選び、【室内呼】（ 暗く ）または 

【メニュー】（ 明るく ）を押す

画像を再生中の場合

1 【メニュー】を押す

2 【モニター】（ ▼選ぶ ）で「明るさ」を
選び、【室内呼】（ 暗く ）または 

【メニュー】（ 明るく ）を押す
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音に関する機能や設定

音に関する各種機能や設定を説明します。

呼出音量を変える
次の場合の呼出音量を変更できます。
	●ドアホンからの呼び出し
	●増設モニターからの呼び出し（室内呼）
	●コール機器からの呼び出し

1 【メニュー】を押す

2 【モニター】（ ▼選ぶ ）で「設定を変
更する」を選び、【メニュー】（ 決定 ）
を押す

3 【モニター】（ ▼ ）で「呼出音の設定」
を選び、【メニュー】（ 決定 ）を押す

4 【モニター】（ ▼ ）で「呼出音量」を
選び、【メニュー】（ 決定 ）を押す

5 【モニター】（ ▼ ）で音量を変えたい
項目を選び、【メニュー】（ 決定 ）を
押す

6 【モニター】（ ▼ ）で音量を選び、 
【メニュー】（ 決定 ）を押す

	●「切」を選ぶとメッセージが表示され
ます。確認後に【モニター】（ はい ）を
押してください。

7 終わったら、【終了】を押す

呼出音の種類を変える
ドアホンからの呼出音（音の種類と鳴りか
た）を変更できます。

 ■呼出音の種類
音1 ピーンポーン
音2 ピーンポーンピーンポーン
音3 ポーンポーンポーン

1 【メニュー】を押す

2 【モニター】（ ▼選ぶ ）で「設定を変
更する」を選び、【メニュー】（ 決定 ）
を押す

3 【モニター】（ ▼ ）で「呼出音の設定」
を選び、【メニュー】（ 決定 ）を押す

4 【モニター】（ ▼ ）で「呼出音」を選
び、【メニュー】（ 決定 ）を押す

5 【モニター】（ ▼ ）で設定を変えたい
ドアホンを選び、【メニュー】（ 決定 ）
を押す

6 【モニター】（ ▼ ）で音を選び、 
【メニュー】（ 決定 ）を押す

7 【モニター】（ ▼ ）で鳴りかたを選
び、【メニュー】（ 決定 ）を押す

8 終わったら、【終了】を押す
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呼出音の鳴り分け設定をする
次の室内機器に対して、ドアホン（1、2）か
ら着信させるかどうかを設定できます。

• ドアホン親機
• 増設モニター
• 電話/ファクス（またはインターホン）
	●お買い上げ時は、各機器ともすべてのド
アホンから着信する設定です。

1 【メニュー】を押す

2 【モニター】（ ▼選ぶ ）で「設定を変
更する」を選び、【メニュー】（ 決定 ）
を押す

3 【モニター】（ ▼ ）で「応答の設定」
を選び、【メニュー】（ 決定 ）を押す

4 【モニター】（ ▼ ）で「鳴り分け」を
選び、【メニュー】（ 決定 ）を押す

5 【モニター】（ ▼ ）で鳴り分け設定す
る機器を選び、【メニュー】（ 決定 ）
を押す
	●電話/ファクス（またはインターホン）
の設定をするときは、「拡張機器･ド
アホンアダプター」を選んでください。

6 【モニター】（ ▼ ）で 
着信させたくないドアホンを選び、 

【メニュー】（ 決定 ）を押す

7 【モニター】（ ▼ ）で「鳴らない」を
選び、【メニュー】（ 決定 ）を押す

8 終わったら、【終了】を押す

	●次の場合は、「鳴らない」に設定したドア
ホンからも着信します。
• ドアホンとの通話中・モニター中
• 室内呼び出し中、室内通話中

ドアホンからの受話音量を変える
ドアホンとの通話やモニターで室内側に聞
こえる音量を変更できます。

1 ドアホンとの通話・モニター中に
【メニュー】を押す

2 【モニター】（ ▼選ぶ ）で「音の設定」
を選び、【メニュー】（ 決定 ）を押す

3 【モニター】（ ▼選ぶ ）で「受話音量」
を選び、【室内呼】（ 小さく ）または

【メニュー】（ 大きく ）を押す

ドアホンへの送話音量を変える
ドアホンとの通話で玄関（ドアホン側）に聞
こえる室内音声の音量を変更できます。

1 ドアホンとの通話・モニター中に
【メニュー】を押す

2 【モニター】（ ▼選ぶ ）で「音の設定」
を選び、【メニュー】（ 決定 ）を押す

3 【モニター】（ ▼選ぶ ）で「送話音量」
を選び、【室内呼】（ 小 ）または 

【メニュー】（ 標準 ）を押す
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機能設定一覧（設定方法と一覧表）

待機中に、下記の操作で各種設定を変更できます。

1 【メニュー】を押す
	●トップメニュー（①）が表示されます。

2 【モニター】（ ▼選ぶ ）で「設定を変更する」
を選び、【メニュー】（ 決定 ）を押す
	●設定の項目一覧（②）が表示されます。

3 【モニター】（ ▼ ）で設定する項目を選び、
【メニュー】（ 決定 ）を押す

	●選んだ項目の機能一覧（③）が表示されます。

4 【モニター】（ ▼ ）で設定する機能名を選
び、【メニュー】（ 決定 ）を押す
	●選んだ機能によってはサブメニューが表示
される場合もあります。表示に従ってこの
操作を繰り返してください。

5 【モニター】（ ▼ ）で設定内容を選び、 
【メニュー】（ 決定 ）を押す

	●機能によってはこの操作を繰り返し行い、
設定完了後に【終了】を押してください。
	●設定内容の選択時に確認メッセージが表示
される場合もあります。表示に従って操作
をしてください。

	■ご使用のドアホン親機によって、設定できる機能が一部異なります。	
特定の機器のみ該当する部分には、機器の品番を記載しています。（例：	 MV39 ）

「最初の設定」の機能一覧

機能名など 設定内容など 初期値

日時設定
	●日時の変更ができます。日時の設定画面が出た
ら、P.10「日時（時計）の設定」の手順2～3を
行ってください。

2015年
1月1日 
0時00分

①トップメニュー

	
②設定の項目一覧

	
③機能一覧（例）

	

情報を見る

設定を変更する

 最 初 の 設 定
 呼 出 音 の 設 定
 応 答 の 設 定

機能設定

 録 画 再 生 の 設 定
 接 続 機 器 の 設 定
 そ の 他 の 設 定

各項目の詳
細は機能一
覧表を参照

＞応答の設定

 音 声 応 答
 鳴 り 分 け

＞＞音声応答

 す る
 し な い

「●」が現在の設定
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「最初の設定」の機能一覧（つづき）

機能名など 設定内容など 初期値

ワイド/ 
ズーム設定
MV39

ドアホン
1～2

（設定場面）：来客時、モニター時
（設定内容）：ズーム、ワイド

	●ドアホンの来客時やモニター時の映像表示の
設定をします。（詳細はP.11）

ワイド

ズーム位置 
設定 MV39

ドアホン
1～2

	●ズーム画面のとき、最初に表示する位置を設定
します。（詳細はP.11）

ワイド画面
の中央

★ドアホン親機が	 MV38 	の場合も、広角レンズのドアホンを増設すると表示されます。

「呼出音の設定」の機能一覧

機能名など 設定内容など 初期値

呼出音量

	●詳細は
（P.22）

ドアホン 大、中、小、切

大
室内呼 大、中、小

外部入力
（コール機器）

大、小、切

呼出音

	●詳細は
（P.22）

ドアホン 
1～2

（音の種類）：音1、音2、音3
（鳴りかた）：		押すたび（押すたびに鳴る）、 

繰り返し（5秒ごとに鳴る）

（ドアホン1） 
音1、 
押すたび 

（ドアホン2） 
音2、 
押すたび

「応答の設定」の機能一覧

機能名など 設定内容など 初期値

音声応答

する、しない

	●ドアホンからの呼び出しに音声応答
（P.12）できるようにするには「する」を
選びます。（「する」に設定しても通話ボ
タンでの応答はできます）

しない

鳴り分け

親機

ドアホン 
1～2

鳴る、鳴らない

	●詳細は（P.23）
鳴る

増設モニター

拡張機器・ 
ドアホンアダ
プター

★

★
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「録画再生の設定」の機能一覧

機能名など 設定内容など 初期値

ドアホン録画開始時間

標準、遅い

	●ドアホン着信時の自動録画で、夜間などの映像
が映りにくいときは「遅い」を選びます。
「標準」：呼び出しの約2秒後に録画を開始
「遅い」：呼び出しの約3秒後に録画を開始

標準

ドアホン 
自動録画

ドアホン 
1～2

する、しない

	●ドアホン着信時に自動録画をするかしないかを
選びます。自動録画機能の詳細は（P.15）

する

画像 
全消去

本体メモリー
すべての画像を消去、保護画像を残して消去 ―SDカード

MV39

SDカードのフォーマット
MV39

	●詳細は（P.28） ―

本体からSDカードへの 
コピー MV39

	●詳細は（P.29） ―

「接続機器の設定」の機能一覧

機能名など 設定内容など 初期値

ドアホン 
接続

ドアホン 
1～2

あり、自動判定、なし

	●使用をやめてドアホン親機から取り外すと
きは「なし」を選びます。

（ドアホン1） 
あり

（ドアホン2） 
自動判定

トップメニューが出たら 設定の項目一覧が出たら
【メニュー】

を押す
「設定を変更する」を	

選んで決定
設定する項目を	
選んで決定

機能一覧が出たら 設定画面が出たら 終わったら
設定する機能名を	
選んで決定※

設定内容を	
選んで決定※

【終了】 
を押す

※機能によっては、表示に従ってこの操作を繰り返します。

設定のしかた （詳しくはP.24）
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「接続機器の設定」の機能一覧（つづき）

機能名など 設定内容など 初期値

増設モニター
あり、なし

	●使用をやめてドアホン親機から取り外すときは「な
し」を選びます。

あり

A接点 
出力

ドアホン 
1～2

ON、OFF

	●光るチャイムなどA接点出力端子に接続した機器
は、この設定が「ON」のドアホン着信に連動します。
連動させたくないドアホンは「OFF」に設定してく
ださい。

ON

外部入力

（接続する機器）	：警報器、コール機器、非常ボタン
（接点種別）	 ：Ａ接点（メーク）、Ｂ接点（ブレーク）
（非常ボタンからドアホンへの警報通知）：

LEDライト点滅＋警報音、LEDライト点滅のみ、 
警報なし

	●外部入力端子に接続する機器の種類と接点種別を
選びます。非常ボタンを選んだときは、ドアホンへ
の警報通知の方法も設定できます。

警報器、 
Ａ接点

（メーク）

ドアホン
照明自動
点灯

ドアホン 
1～2

（設定場面）：来客時、モニター時
（設定内容）：する、しない

	●ドアホンの映像表示の際（来客時やモニター時）、外
が暗いときに自動でドアホンの照明（LEDライト）
を点灯させるかどうかを選びます。

する

「その他の設定」の機能一覧

機能名など 設定内容など 初期値

新着ありランプ
点灯

する、しない

	●新しく録画した未確認画像があっても、新着ありランプ
が点灯しないようにしたいときは、「しない」を選びます。

する

初期化
設定を元に戻す、本体メモリー画像全消去、出荷時に戻す

	●本機を譲渡･廃棄･返却するときは、「出荷時に戻す」を選
びます。

―

展示モード 
（販売店専用）

ドアホン自動呼出なし、ドアホン自動呼出あり、しない
しない

通常は使わないでください。（店頭販売時の展示用）
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お知らせや情報を見る

トップメニューから本機のお知らせや情報
を見ることができます。

Aお知らせを見る

次のいずれかの場合に操作メニューが表示
され、詳細をお知らせ画面で確認できます。
• エラーなどが発生したとき
• 警報器･コール機器･非常ボタンから通知
を受けたとき

1 トップメニューを表示中に、 
【モニター】（ ▼選ぶ ）で「お知らせ」
を選び、【メニュー】（ 決定 ）を押す
	●お知らせ画面が表示されます。	
内容を確認し、表示に従って必要な
操作をしてください。

2 終わったら、【終了】を押す

B情報を見る

情報表示画面を表示して、次の情報を確認で
きます。

①現在の録画先と空き容量の目安を表示し
ます。

②連携した警報器･コール機器･非常ボタン
からの通知履歴を表示します。	
（最新の30件）
③ドアホンからの呼出音量（現在の設定内
容）を表示します。

1 トップメニューを表示中に、 
【モニター】（ ▼選ぶ ）で「情報を見
る」を選び、【メニュー】（ 決定 ）を押
す
	●情報表示画面が表示されます。

 ■録画状況や外部入力の履歴を見るには
【モニター】（ ▼選ぶ ）で項目を選び、
【メニュー】（ 決定 ）を押す

2 終わったら、【終了】を押す

MV39

SDカード（フォーマット･ 
録画のコピー･パソコン再生）

SDカードをフォーマットする
パソコンなどの他機器で使用していたSD
カードをフォーマットする際は、事前にSD
カード内の大切なデータをパソコンなどに
保存してください。フォーマットするとデー
タはすべて消去されます。

1 フォーマットしたいSDカードを入
れて、【メニュー】を押す

2 【モニター】（ ▼選ぶ ）で「設定を変
更する」を選び、【メニュー】（ 決定 ）
を押す

3 【モニター】（ ▼ ）で「録画再生の設定」
を選び、【メニュー】（ 決定 ）を押す

4 【モニター】（ ▼ ）で「SDカードの
フォーマット」を選び、 

【メニュー】（ 決定 ）を押す

5 メッセージを確認して 
【モニター】（ はい ）を押す

6 フォーマットが終わったら、 
【終了】を押す

決定▼選ぶ戻る

お知らせ

情報を見る

設定を変更する

A

B

 録 画 状 況
 外 部 入 力 の 履 歴

 ド ア ホ ン 呼 出 音 量 　 　 切

情報表示

 ①
②
③

必要なとき
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本体メモリーの録画データをSD 
カードにコピーする

ドアホン親機の本体メモリーに記録した録
画データを、SDカードにまとめてコピーで
きます。
	●コピーするには、SDカードに16	MB以
上の空き容量が必要です。
	●コピーしたデータは、SDカードの
「PRIVATE」フォルダーの中にある
「BACKUP」フォルダーに保存されます。
（フォルダー構造についてはP.30）
	●同じSDカードに再度コピーを行う場合、
すでに「BACKUP」に保存されている録
画データはすべて消去されます。	
（上書きコピー）
	●コピーしたデータは、パソコンでのみ再
生できます。（ドアホン親機では再生でき
ません）

1 コピー用のSDカードを入れて、 
【メニュー】を押す

2 【モニター】（ ▼選ぶ ）で「設定を変
更する」を選び、【メニュー】（ 決定 ）
を押す

3 【モニター】（ ▼ ）で「録画再生の設
定」を選び、【メニュー】（ 決定 ）を 
押す

4 【モニター】（ ▼ ）で「本体からSD
カードへのコピー」を選び、 

【メニュー】（ 決定 ）を押す

5 メッセージを確認して 
【モニター】（ はい ）を押す

6 コピーが終わったら、 
【終了】を押し、SDカードを取り出
す

データをパソコンで再生する
SDカードに記録した画像･映像データはパ
ソコンで再生することができます。
	●画像（JPEG形式）は、JPEG形式に対応
した画像閲覧ソフトで再生できます。
	●映像（Motion	JPEG形式）は、
QuickTime	Playerで再生できます。
Windows®	7、Windows®	8	の場合は、
Windows	Media®	Playerでも再生でき
ます。

	●再生に使用するソフトの対応OSによっ
ては、正しく再生されない･正しく動作し
ない場合があります。
	●再生操作のしかたは、パソコンの取扱説
明書または再生ソフトの取扱説明書をお
読みください。

対応OS

Windows	Vista®、Windows®	7、
Windows®	8、Mac	OS®	X

	●Microsoft®	Windows	Vista®	
operating	system	をWindows	Vista	
と表記しています。
	●Microsoft®	Windows®	7	operating	
system	をWindows	7	と表記していま
す。
	●Microsoft®	Windows®	8	operating	
system	をWindows	8	と表記していま
す。
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フォルダー構造とファイル形式
本機にSDカードを入れると次のフォルダー
が自動的に作成されます。
ASDカード録画用フォルダー
B本体メモリー（ドアホン親機）の録画デー
タのコピー用フォルダー

SDカードに直接記録したデータはA、本体
メモリーからコピーしたデータはBに保存
されるので、別々に管理できます。

	●パソコンでフォルダーやファイルの消去
をしたり、名称の変更をしたりしないで
ください。本機で再生できなくなります。

ASDカード録画用フォルダー

 ■フォルダー構造の例

DCIM/100_D39

①	
①	フォルダー番号（100～129）
他機器で記録済みのSDカードをご使用
の場合、フォルダー番号は100～999に
なります。

 ■ファイル形式の例

②	撮影機器名
• DR1～DR2：ドアホン1～2

③	ファイル番号
録画1件につき、同一番号が割り当てられ
ます。1つのフォルダーに作成されるファ
イル番号は0001～0100です。

④	ファイルの種類
録画1件につき、下記のファイルが作成
されます。
• JPG：静止画（JPEG形式）
• MOV：動画（Motion	JPEG形式）
• TXT：録画情報（TEXT形式）

B本体メモリー（ドアホン親機）の
　コピー用フォルダー

 ■フォルダー構造の例

	

①	録画した日付
例は、2016年10月13日を示していま
す。

 ■ファイル形式の例

②	録画した時刻
例は、13時45分を示しています。

③	カウンタ番号
録画1件につき、同一番号が割り当てら
れます。

④	録画1件あたりの画像番号
• 00：画像情報ファイル
• 01～08：8枚中の画像番号

⑤	ファイルの種類
録画1件につき、下記のファイルが作成
されます。
• JPG：静止画（JPEG形式）
• TXT：録画情報（TEXT形式）DR1_0001.JPG

② ③ ④

PRIVATE/PANA_GRP/DOOR/
BACKUP/20161013

①

13450000.JPG
② ③ ④ ⑤
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仕　様

ドアホン親機（モニター親機）

電　源
AC	100	V
（50	Hz／60	Hz）

消費電力
待機時：約1.2	W
動作時：約7	W

外形寸法	
（mm）（高さ
×幅×奥行）

約186	×	143	×	23.5
（突起部除く）

質　量

MV38
電源コード式：約485	g
電源直結式　：約420	g
MV39
電源コード式：約485	g

使用環境	
条件

周囲温度：
0	℃	～	＋40	℃

湿度：90	％以下

画面表示
約3.5型
カラー液晶ディスプレイ

通話方式 音声交互自動切替方式

取付方法
露出壁掛け	
（壁掛け金具付属）

A接点出力
端子※1

定格負荷：
AC、DC	24	V／0.3	A
以下

最小適用負荷：
DC	5	V／1	mA

外部入力	
端子

入力方式：無電圧メーク接点
検出確定時間：0.1秒以上
接点抵抗値：
• メーク時　：500	Ω以下
• ブレーク時：15	kΩ以上
端子間短絡電流：
5	mA以下

端子間開放電圧：
DC	7	V以下

※1	 光るチャイムなどを接続したときは、
ドアホンから呼び出しがあった場合な
どに信号を出力します。（詳細はP.19）

 ■ドアホン親機 MV39 	対応のSDカード
（SD規格準拠品）

対応カード	
の種類

SDメモリーカード※2：
　　2	GB
SDHCメモリーカード※2：
　　4	GB～32	GB
SDXCメモリーカード※2：
　　48	GB、64	GB

フォーマット

SDメモリーカード：
　　FAT16
SDHCメモリーカード：
　　FAT32
SDXCメモリーカード：
　　exFAT

※2	 専用アダプターを使うと次のカードも
使えます。
• miniSDメモリーカード/	
microSDメモリーカード

• miniSDHCメモリーカード/	
microSDHCメモリーカード

• microSDXCメモリーカード

	●動作確認済みのSDカードの最新情報は
下記サイトでご確認ください。	
http://panasonic.jp/com/support/
tvdfon/technic/sd.html
	●SDカードの容量と録画件数の目安は
（P.14）

http://panasonic.jp/com/support/tvdfon/technic/sd.html
http://panasonic.jp/com/support/tvdfon/technic/sd.html
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ドアホン（カメラ玄関子機）

電　源 ドアホン親機より供給

外形寸法
（mm）（高さ
×幅×奥行）
（突起部除く）

V522L
約131	×	99	×	36.5
V572L
約131	×	99	×	26.5

質　量
V522L ：約200	g
V572L ：約175	g

使用環境	
条件

周囲温度：
–10	℃～＋50	℃

湿度　　：90	％以下

最大画角

V522L
水平	約87°、垂直	約66°
V572L
水平	約170°、垂直	約130°

取付方法
露出型：
JIS	1個用スイッチボッ
クス適合

外観材質 難燃樹脂

最低被写体
照度

1ルクス
（カメラから約50	cm以内）	

照明方法

V522L
LEDライト（照明用ランプ）、
赤外線LED
V572L
LEDライト（照明用ランプ）

防水性 IPX3※3

※3	鉛直から両側に60°までの角度で噴霧
した水によっても有害な影響を及ぼさ
ないレベル

別売品･連携機器一覧

記載情報は2016年1月現在のものです。
内容は追加・変更になる場合があります。

別売品

価格やご注文については、お買い上げの販売
店にお問い合わせください。

増設用のドアホン（玄関子機）
●付属と合わせて2台まで

カメラ玄関子機

露出型

VL-V521L-S、	
VL-V522L-S※1、	
VL-V522L-WS、	
VL-V566-S、VL-V570L-S、	
VL-V572L-S※2

音声玄関子機

露出型 VL-V500-K

増設モニター
●1台のみ

VL-V631K※3、VL-V632K

※1	 VL-SV38KL/SV38XLに付属のドア
ホンと同じ仕様です。

※2	 VL-SV39KLに付属のドアホンと同じ
仕様です。

※3	 P.18のコール機器や非常ボタンから
の通知には対応していません。

	●付属と異なるドアホンは仕様や機能が異
なります。増設の際は事前にご確認くだ
さい。
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連携機器一覧

パナソニック製の機器をご使用いただけま
す。（一部、他社製品もあります）

電話/ファクスやインターホン
●いずれかを1台のみ

電話/ファクス

ドアホンアダプター「VE-DA10-H（VE-
DA10）」※4を使って接続できる電話機ま
たはファクス

インターホン

VL-A467LAK、VL-A467LAX、	
VL-A468LA、VL-F411X-W

増設スピーカー
●1台のみ

VL-862W、EC95352

警報器･コール機器･非常ボタン
●いずれかを1種類のみ

火災警報器

住宅用	
火災警報器
（単独型、	
移報接点	
付き）※5

〈けむり当番〉
SHK28413、SHK38453
〈ねつ当番〉
SHK28113、SHK38153
	●以下、能美防災（株）製

〈煙検知式〉FSKJ222-S
〈熱検知式〉FSLJ012-S

移報接点
アダプタ※6

SH2890K（連動型用）
SH3290K（ワイヤレス連
動型用）

ガス漏れ警報器

SH1371、SH13928

コール機器（コール用押しボタン）

WS65771、WS65311

非常ボタン

WTF4510W、WN4500

光るチャイムやメロディサインなど
●いずれかを1種類のみ

光る	
チャイム

EC170（P）

メロディ	
サイン※7

〈乾電池式〉
EC5227W（P）
EC5117WKP
EC5347
〈AC100	V式〉
EC710K、EC730W

警報ランプ
付ブザー

EA5501

回転灯
	●（株）パトライト製

KJS-110、KJSB-110、
KES-110

※4	電話/ファクス接続時に必要です。（本
機には、配線なしで電話/ファクスを接
続するワイヤレスアダプター機能はあ
りません）

※5	単独型の火災警報器は15台まで並列
接続できます。

※6	連動型の火災警報器を接続するための
アダプタで、14台まで火災警報器を接
続できます。	
（接続できる火災警報器は、移報接点ア
ダプタの説明書でご確認ください）

※7	オートストップ機能付きのEC5347、
EC730Wをお勧めします。	
（オートストップ機能がない場合、30
秒間チャイムが鳴動します）
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商標など

	●SDXC	ロゴはSD-3C,	LLC	の商標です。
	●QuickTimeおよびQuickTimeロゴは、
ライセンスに基づいて使用されるApple	
Inc.	の商標または登録商標です。
	●Microsoft、Windows、Windows	
Vista、Windows	Media	は、米国	
Microsoft	Corporation	の、米国および
その他の国における登録商標または商標
です。
	●Mac	OSは、米国および他の国々で登録
された	Apple	Inc.	の商標です。
	●その他、本書に記載の会社名･ロゴ･製品
名･ソフトウェア名は、各会社の商標また
は登録商標です。

困ったとき

ドアホンの映像表示や録画画像

人の顔が暗く映る

ドアホンを逆光になる位置に設置してい
ると、来客の顔が暗く映り、識別しにくく
なります。
ÄÄ逆光補正をしてください。（P.21）

映像がゆがんで見える

広角レンズのドアホンの場合、カメラレン
ズの特性により、映像がゆがんで見えるこ
とがありますが、故障ではありません。

被写体が白黒（または青紫）っぽく映る

夜間などドアホンの周囲が暗いときにド
アホンの照明（LEDライト）が消灯してい
ると、被写体が白黒（または青紫）っぽく
映ります。
ÄÄ暗いときはドアホンの照明（LEDライト）
を点灯させてください。（P.21、27）

夜間の映像が暗く、顔が識別できない

「ドアホン照明自動点灯」の設定が「しな
い」になっていませんか?（P.27）
ÄÄ設定を「する」にしてください。	
設定を変えても改善できないときは、
補助灯などの設置をお勧めします。

映像がはっきりしない（焦点が合わない）

ドアホンのレンズカバーが汚れている、	
または結露していませんか?
ÄÄ汚れているときは、柔らかい乾いた布
で拭いてください。
ÄÄ寒暖の差が大きい季節に結露すること
があります。（周囲の温度が常温に戻れ
ば回復します）
ÄÄドアホンを取り付ける壁に大きな穴が
開いている場合は、断熱材（発泡スチ
ロールなど）を用いて、壁の穴を埋める
か、壁とドアホンの間に挟むと結露し
にくくなります。

映像全体が白っぽい、または黒っぽい

明るさの設定は適切ですか？
ÄÄ明るさを調整してください。（P.21）

映像が白っぽい、または白い線や輪が表示
される

ドアホンのカメラレンズに太陽光などの
強い光が当たると、見えにくくなる場合が
あります。（故障ではありません）
ÄÄ直接、太陽光が当たらない位置に設置
してください。

画面の背景に、小さい黒点がある

太陽が映りこんでいませんか?
ÄÄ太陽が映ると、太陽の中心部が黒点に
見えることがあります。（故障ではあり
ません）

広角レンズのドアホンで、ズーム表示され
る最初の映像に、見たいエリアが映ってい
ない

ズーム位置が適切に設定されていません。
ÄÄ「ズーム位置設定」をしてください。
（P.11）
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夜間に録画されたドアホン画像が暗い

夜間などは、ドアホンの画像表示に時間が
かかるため、画像が表示される前に自動録
画してしまうことがあります。
ÄÄ「ドアホン録画開始時間」の設定を「遅
い」にしてください。（P.26）

広角レンズのドアホンの録画画像で、	
人が小さく映り顔が識別しにくい

録画時の画面表示がワイドの場合、人が小
さく映ります。（録画再生時にズームにす
ることはできません）
ÄÄP.11「ワイド／ズーム設定」を「ズー
ム」にしてください。
ÄÄモニター映像を手動で録画する場合、
表示をズームに切り替えてから録画し
てください。ただし、ズーム画像の画質
はワイドに比べて粗くなります。

青画面（画像なし）が録画されている

音声専用のドアホンを接続していません
か?
ÄÄ自動録画機能により、着信時に表示され
る青画面が録画されます。「ドアホン自
動録画」の設定で、音声専用ドアホンの
自動録画を「しない」にすることをお勧
めします。（P.26）

雨のとき、映像がゆがんで見える

ドアホンのレンズカバーに水が付着する
と映像がゆがんで見えますが、故障ではあ
りません。
ÄÄ雨がやんだあと、柔らかい乾いた布で拭
いてください。

呼出音

ドアホンからの呼出音が鳴らない

	●呼出音量が「切」になっていませんか?
ÄÄ呼出音量の設定を確認・変更してく
ださい。（P.22）

	●呼出音の鳴り分け設定をしていません
か?
ÄÄ鳴り分け設定を確認してください。
（P.23）

来客応答・通話

音声応答がうまくいかない

応答の声が小さかったり、「はーい」などの
声を長く（約1秒以上）伸ばしすぎたりす
ると、うまく応答できません。
ÄÄ「ピッ」と鳴るまで、声の大きさや長さ
を変えて応答してみてください。

通話が途切れる、	
または、ほとんど聞こえない

自分の周り、または通話相手の周りで、車
や電車などが通る音、ペットの鳴き声、テ
レビの音、子供の泣き声など、大きい音が
していませんか?
ÄÄ周りの音が大きいと、通話が途切れる
ことがあります。プレストーク通話に
切り替えると、話しやすくなります。
（P.12）

他機器との連携

電話/ファクスで、ドアホン2からの呼び
出しが「ドアホン1着信中」と表示される

ドアホンアダプターで本機に接続した電
話/ファクスでは、2台のドアホンからの
呼び出しを表示で区別することはできま
せん。（故障ではありません）

その他

•	画面に「展示モード」と表示されている
•	呼出音が定期的に鳴る
•	通話ができない

「展示モード（販売店専用）」が設定されて
います。
ÄÄ「展示モード（販売店専用）」の設定を「し
ない」にしてください。（P.27）
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正しく操作しても動かない、動作がおかしい

ドアホン親機のリセットスイッチ（P.8の
�）を先端の細いもので押してください。
（録画された画像、登録した設定内容など
は消えません）

ドアホン親機が動作しない（映像が映らな
い、呼出音が鳴らない、音声が出ない）

	●電源プラグがコンセントから外れてい
る、または外れかけていませんか？
ÄÄ電源プラグを一度外してから、しっ
かりとコンセントに差し込んでくだ
さい。それでも直らないときは、お買
い上げの販売店にご相談ください。

	●電源直結工事をして、ご使用のとき
ÄÄお買い上げの販売店にご相談ください。

設定内容を元（お買い上げ時の状態）に戻
したい

「初期化」をしてください。（P.27）

こんな表示が出たら

コード番号（U●●）付きのメッセージが出
たときはコード番号で検索してください。
コード番号なしのメッセージは、「その他の
表示（コード番号なし）」欄に記載しています。

	●記載したコード番号や表示の一覧は、お
問い合わせの多いものなどを抜粋したも
のです。記載以外のコード番号や表示が
出ることもあります。

U1● （接続エラーなど）

表示 原因と対応

U11

次のことが考えられます。
	●ドアホンとドアホン親機間の
配線に問題がある
ÄÄ接続状態や配線を確認して
ください。

	●接続対象外のドアホンが接続
されている
ÄÄ接続可能なドアホン（P.32）
をお使いください。

U2● （SDカード関連）

表示 原因と対応

U25

フォーマットされていないSD
カード、またはパソコンなどの他
機器でフォーマットされたSD
カードです。
ÄÄ本機でフォーマットすると使
える場合があります。表示に
従ってフォーマットしてくだ
さい。

U27

本機以外（デジタルカメラなど）
で保存されたデータがいっぱい
のため、本機で使用するための容
量が不足しています。
ÄÄデータを保存した機器で不要
なデータを削除してから再挿
入するか、本機でフォーマット
してください。（P.28）

その他の表示（コード番号なし）

時計を設定してください 
［決定］ボタンを押すと時計を設定できます

原因と
対応

日時が設定されていません。また
は、停電などにより、設定した日
時が消えています。
ÄÄ設定してください。（P.10）

着信中の機器があります
親機では「鳴らない」設定です

原因と
対応

呼出音の鳴り分け設定（P.23）
で、鳴らない設定にしたドアホン
から着信中です。
ÄÄドアホン親機では応答できま
せん。
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ご相談の
前に

修理を依頼されるときは…
上記①でご確認のあと、直らないとき	
は、まず電源プラグを抜いて、お買い
上げ日･品番･下記の内容をご連絡くだ
さい。

製品名 テレビドアホン

故障の状況 できるだけ具体的に

①	34～36ページの「困ったとき」「こんな表示が出たら」をご確認ください。
②	ホームページの「よくあるご質問」「メールでのお問い合わせ」なども	
ご活用ください。http://panasonic.jp/com/support/tvdfon

使いかた・お手入れ・修理などは…
■まず、お買い求め先へご相談ください。
▼お買い上げの際に記入されると便利です

販売店名
電　話　　（　　　　）　　　　－

お買い上げ日		　　　年　　	月　　	日
品　番

 ●保証期間中は、保証書の規定に従って出張修理いたします。

保証期間：お買い上げ日から本体1年間
 ●保証期間終了後は、診断をして修理できる場合は、ご要望により修理させていただき
ます。

※修理料金は、次の内容で構成されています。

技術料  診断・修理・調整・点検
などの費用

部品代  部品および補助材料代

出張料  技術者を派遣する費用

※ 補修用性能部品の保有期間　 7年
当社は、本製品の補修用性能部品（製品の
機能を維持するための部品）を、製造打ち
切り後7年保有しています。

	

	●停電などの外部要因により、録画、通話などにおいて発生した損害の補償については、当社
はその責任を負えない場合もございますので、あらかじめご了承ください。
	●修理を依頼する前に、P.6「個人情報について」を必ずお読みください。

■ 転居や贈答品などでお困りの場合は、裏表紙の「お客様ご相談センター」「修
理ご相談窓口」にご相談ください。

保証とアフターサービス よくお読みください

【ご相談窓口におけるお客様の個人情報のお取り扱いについて】
パナソニック株式会社およびグループ関係会社は、お客様の個人情報をご相談対応や修理
対応などに利用させていただき、ご相談内容は録音させていただきます。また、折り返し電
話をさせていただくときのために発信番号を通知いただいております。なお、個人情報を適
切に管理し、修理業務等を委託する場合や正当な理由がある場合を除き、第三者に開示・提
供いたしません。個人情報に関するお問い合わせは、ご相談いただきました窓口にご連絡く
ださい。

http://panasonic.jp/com/support/tvdfon
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愛 情 点 検 長年ご使用のテレビドアホンの点検を！

こんな症状はありませんか ご使用中止

●	電源を入れても動かないことがある。
●	こげくさい臭いや異常な音、振動がする。
●	電源プラグやコードが熱を持っている。
●	日付・時刻の表示が大幅にくるうことがある。
●	その他の異常や故障がある。

事故防止のため、
電源プラグを抜	
いて、必ず販売店	
に点検をご相談	
ください。

● 使いかた・お手入れなどのご相談は… ● 修理に関するご相談は…
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© Panasonic System Networks Co., Ltd. 2015

■		本機は日本国内用に設計されています。国外での使用に対するサービスはいたしかねます。
■	This product is designed for use in Japan.

Panasonic cannot provide service for this product if used outside Japan.

ご使用の回線（IP電話やひかり電話など）によっては、回線の混雑時に数分で切れる場合
があります。本書の「保証とアフターサービス」もご覧ください。

ご相談の際は、ご使用の機器（ドアホン/ドア
ホン親機）に表示されている品番もお伝えく
ださい。
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